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FIAF4 第１戦・第２戦 岡山国際サーキット

◼ 開催日：４月１０日～１４日
◼ 開催場所：岡山国際サーキット
◼ 天候：１０日 雨 ・１１～１３日 晴れ ・１４日 曇り
◼ 路面：１０日 ウェット １１～１４日 ドライ
◼ 参加台数：３２台

Team Principal: Masashi Kawaguchi
Secretariat： PECORA INC.
Driver：Iori Kimura
Mechanic：Kazuya Tachi / Shouma Tachi
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若手ドライバーが切磋琢磨するモータースポーツの甲子園として、国内定着を果たしたFIA-F4選手権。
今年も岡山国際サーキットで4月13〜14日に開幕、5年目のシーズンを迎える。
その注目の開幕大会のエントリーは32台と、昨年よりも増加。今年のFIA-F4選手権でも複数年の経験を持つ
強豪ドライバーと、活きの良いルーキードライバーの登場により、過去のシーズンに引けを取らない激戦
が展開されそうだ。開幕ラウンドで好スタートを切ったドライバーがそのままシリーズの中心となること
はひとつのパターン。いったい誰が、このラウンドを制するのか注目されている中の開幕戦であった。

2019 FIA F4 選手権第１/２戦岡山大会タイムスケジュール

４月１０日 F4プライベートテスト

４月１１日 F4プライベートテスト

４月１２日 OTG FIAF4トレーニング①

OTG FIAF4トレーニング②

４月１３日 公式予選

FIAF4選手権第１戦決勝 (15 LAPS)

４月１４日 FIAF4選手権第２戦決勝 (15 LAPS)

〚スケジュール〛[SCHEDULE］

F4プライベートテスト

４月１０日--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
この日は１日中ウェットコンディションでの走行になりました。
自分のフォーミュラマシンの経験の中ではレインでの走行というものは殆どなく、チーム自体もレインでの
ベースセッティングデータが無いこともあり、マシンのセッティングを仕上げつつ自分の走りを色々と改善
して行こうと試行錯誤して参りました。しかし、トップとのタイム差は４秒、焦りも出てしまいクラッシュ
によって初日の走行を終えることになってしまいました。

４月１１日--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
昨日とは変わり天候は晴れ、路面はドライでの走行になりました。
しかし昨日のレインでの走行からマシンのバランスに違和感を感じており、車に対して自信を感じれな
い中での走行になりました。セッティングも変えれば変えるほどバランスが悪くなり、タイムも安定せ
ず、途方に暮れてしまう状態でした。
しかし、夜ホテルでデータロガーを確認しながら原因を突き止め、エンジニアとも深く話し合いセッ
ティングの方向性を変えてみるので車は良くなると感じました。
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OTG FIAF4 トレーニング

１回目 ７５分間---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
前日の夜にエンジニアと試したセッティングを試してみつつ、
翌日の予選の為のシミュレーションを行いました。
マシンのフィーリングとしてはまだまだ足りない部分も多くありましたが、ひとまずバランスが
安定するようになり、コーナリングやブレーキングでのマシンコントロールが出来るようになったので
良かったと思います。そして順位も９番手と目標としているシングルに入れたので良かったです。

２回目 ７５分間----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
マシンのセッティングをもっと高いスピード域で曲がれるように変更し、２回目のテストに挑みました。
途中マシンのフィーリングを掴んでからニュータイヤに変更し走行しようと考えておりましたが
前の車両のクラッシュに巻き込まれコースアウト。車体の清掃に時間がかかり思うようにマシンの動き
を感じ取ることが出来ませんでした。しかし、走行時間も刻々と迫っている中ユーズドで再び走るのは
意味がないと判断し、ニュータイヤを入れてアタックすることにしました。
まだマシンの感触に違和感がありましたがアタックラップが上手く決まり６番手タイムを記録。
予選に向けていい感触を掴めました。

FIAF4 岡山大会 公式予選

週末にかけてかなりの冷え込みを見せていた岡山国際サーキット。しかし、前日に比べればやや寒さも
和らいだ感のある4月13日（土）、午前8時05分から、いよいよ今季最初の公式予選セッションが30分間
で行われた。
まずまずの晴れ間が広がる中、31台のマシンがコースイン。まずは上位陣は1分37秒台に突入。
さらに午前8時10分を過ぎると、他のライバルたちが続々と好タイムを記録順位が目まぐるしく変わる。
その1分後、この上位陣に木村偉織が1分35秒625で4番手に食い込んだが、直後に計測4周目に入った上
位陣が33〜34秒台に突入し、さらに木村偉織も34秒台にタイムを上げ、早くも僅差の攻防となっていく。
しかし、計測5周目に入るとさらにタイムは上がり、午前8時13分に33秒前半のタイムを記録したライバ
ルがトップに浮上。これにライバル勢、木村らが続くが、すぐさまラップタイムは更新された。
開始から10分が経過した時点でのトップ6は太田、三宅、佐藤蓮、菅波、木村、平木というオーダーに。
しかし、その直後に最終コーナーでスピンした車両が縁石付近で立ち往生してしまい、赤旗が提示され
ることに。残り時間が既に4分を切っていたこともあり、そのままセッションは赤旗終了、
終盤中々ペースが上がらなかった木村偉織は第１戦９番手・第２戦８番手スタートとなった。

Driver’s voice------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

気温が低く中々タイヤが温まらず序盤はアタックするのに苦戦しました。
途中タイヤがオーバーヒート気味になってしまいクーリングする為に１周ペースを落としましたが
かえってタイヤが余計に冷えてしまいこれのリカバリーをするのにも時間がかかってしまいロスをして
しまいました。
再びタイヤが温まりアタックを始め、順位もタイムも徐々に上がって来ており
一番いい状態の周に赤旗が出てしまいとても悔しかったです。

しかしこれもレースなので午後に行われる開幕戦に向けて気持ちを切り替えて頑張ろうと思いました。
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FIAF4 第１戦 岡山大会 [７位］
ピットウォーク終了後、午後1時40分にフォーメーションラップがスタートした
2019FIA-F4選手権の開幕戦。31台のマシンがいよいよ今季最初の戦いに臨む。

1周のフォーメーションラップを終えた午後1時44分、レッドシグナルが消灯。上位陣は各車まずまずの動
き出しを見せ、トップ6は予選順位のまま大きく順位を変えることなく1コーナーへ。
上位陣はそのままのオーダーで1周目を終えるかと思われたが、
木村偉織が前の車をヘアピンコーナーにてアウト側からパス順位を１つ上げた。しかしその後のダブルヘア
ピンでは他車のスピンなどによって混乱が発生、再びライバルに追い越され順位を戻してしまった。
その後はライバルのパンクによるリタイヤや接触によるスピンやクラッシュなど波乱の展開となった。
ところが波乱はこれに留まらず前を走る２台が接触し１台がコースアウトしリタイヤ、もう１台はペナル
ティにより順位を落とし木村偉織は７番手につける。その後は波乱なくレースは終わり木村偉織は順位を２
つ上げてフィニッシュし、シルバースターレーシング最高成績を収めた。

Driver’s voice------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

スタートで失敗し後続の車に並ばれてしまってしまいましたが、
その後は前の車に追いつき抜かすことが出来ましたので
スタートのペースは非常に良かったです。
しかしその後のダブルヘアピンではイン側を十分に締め切らずに
開けてしまったところを突かれて
順位を落としてしまったのが今回の１番の反省点です。
またレースペースも思うほど伸びずタイムもよくなかったので
翌日の第２戦では１周たりともミスせずに走り抜け、
自分の実力で順位を上げてフィニッシュしたいと思いました。

FIAF4 第２戦 岡山大会 [４位］
どんよりと曇った空から、時折ポツリ、ポツリと雨粒が落ちてくるものの、なんとか本降りにならぬまま持
ちこたえ、ドライコンディションで迎えた第2戦のスタート進行。ウェット宣言が出されるも、全車がスリッ
クタイヤのまま午前8時20分にフォーメーションラップがスタート。ポールポジションの車両がスタート手順
を違反したためスタートディレイ。このため1周減算され14周の戦いとなった第2戦決勝は、午前8時32分にス
タートとなった。木村偉織はスタートで2つ順位を上げ、1周目を終えたトップ5は佐藤、三宅、菅波、野中、
木村偉織、というオーダー。上位陣に大きな順位変動のないまま2周目を終え、3周目に入ったところで後続
でクラッシュが発生。マシンを回収するためにセーフティーカーが導入されることとなった。このセーフ
ティーカーランは8周終了時までつづけられ、9周目にリスタート。
木村偉織はスタートに失敗し前車から離されてしまい、後続の車両からのアタックに耐える形となってし
まった。レース終盤、4台での接戦となった4位争いは、木村偉織が逃げ切りを果たし、見事FIAF4参戦２戦目、
シルバースターレーシング最高順位を更に更新し４位でフィニッシュとなった。

Driver’s voice------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

私たちのマシンはレースペースや戦闘力に欠けるところがあり、チャンスはスタートのみ。
気温が物凄く低くタイヤの温まりが悪い状態だったのでフォーメーションラップでタイヤを温めることだけ、
そしてスタートで１台でも多くの順位を上げることにのみ集中致しました。その結果スタートを上手く決め
順位を２つアップ、展開にも恵まれ４位でフィニッシュすることが出来ました。
しかしSC後のスタートに失敗し後半は防戦一方の情けないレースをしてしまったので、
終始プレッシャーをかけ続けられるようにSCというチャンスをもっと活かしたいと思いました。
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次戦にむけて 反省点・まとめ

まずは、シルバースターレーシング代表・関係者の皆様、スポンサー各社様、IORI SUPPORTERSメンバーの
皆様、普段の日常生活でサポートして頂いてる家族、この度はレースに挑戦するチャンス下さり本当に
ありがとうございました。

今回のレースではプライベートテストでのタイムが極端に悪く、
自分自身で凄く気持ちが焦ってしまった部分がありました。
その影響によりクラッシュしてしまいメカニックさんに余計な
仕事を増やしてしまったり、予定していたプログラムを
消化しきれずに終わってしまったりしてしまいドライバーとして
申し訳ないことをしてしまったと同時に迅速な
作業をしてくださったメカニックさんに感謝の気持ちを伝えたいです。

そして決勝でも言えているのですが、特に予選では
更にタイヤを理解しなくてはいけないなと感じました。
どのくらいで温まり、どのくらいで冷えるのか、天候や気温、
コースの路面によっても大きく変わりますがこの点を
理解しなければ常にベストな状態でアタックが出来ません。
もっともっと勉強しなければと思いました。

またレースに関しては前車に近づくことによりマシンのバランスが
変わり、自分の走りが出来なくなった時に焦ってミスを
してしまったり、逆に後続の車両からプレッシャーを受けるときにもミスをしてしまったり、とレースペー
スが本来の80％くらいでしか走れない点についても反省したいと思います。
対策としてはシミュレーターにてレースシミュレーションを行い自分のメンタルを強化して行きたいと考え
ております。

そして次の富士の為にセッティング面の勉強も更に取り組んで参りたいと思います。
これからも応援宜しくお願い致します。

次大会は５月３・４日ゴールデンウィーク真っ最中の
富士スピードウェイ。
日本屈指の高速サーキットである富士では、
FIAF4シーズンの中でも首都圏から最も近い
サーキットの中の１つであることもあり
毎年多くの観戦客が訪れる。
どのような活躍を魅せてくれるのかチーム一同期待したい。
応援よろしくお願いします。
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